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１ . 新 旧 の 価 値 が せ め ぎ 合 う 16・ 1 7世 紀 の 仏 で 人 間 の 本 性 を 冷 静 に 観 察 し 1、 、

真 の 生 き 方 を 随 筆 や 格 言 な ど で 明 ら か に し よ う と し た 「 道 徳 家 。」

２ . P E R S O N 1 6世 紀 フ ラ ン ス の 人 文 主 義 者 で 、 宗 教 戦 争 の 中 で 人 間 の 精 神 を 2

深 く 考 え た モ ラ リ ス ト 。

３ . モ ン テ ー ニ ュ の 主 著 。 語 源 ： 英 語 の es s a y エ ッ セ イ 「 随 筆 」 3

４ . W O R D モ ン テ ー ニ ュ が 、 真 理 を 求 め 続 け る 積 極 的 な 懐 疑 主 義 の 立 場 を 表 4

現 し た 言 葉 。 偏 見 や 独 断 か ら 脱 し た 寛 容 の 精 神 に 基 づ く 。

５ . P E R S O N デ カ ル ト に 反 発 し 、 キ リ ス ト 教 の 真 理 を 説 い た モ ラ リ ス ト で 、 5

1 7世 紀 フ ラ ン ス の 哲 学 者 ・ 数 学 者 ・ 物 理 学 者 で 宗 教 家 は 誰 か 。

６ . B O O K パ ス カ ル の 主 著 。 死 後 、 友 人 が 断 片 を 集 め て 編 集 。 語 義 ： フ ラ ン 6

ス 語 の 「 思 惟 」

７ . パ ス カ ル の 説 く 「 数 学 の 推 論 と 論 証 に 基 づ く 理 性 中 心 の 論 理 的 な 精 7、

神 。」

８ . パ ス カ ル の 説 く 「 微 妙 な 心 の 動 き を 把 握 す る 心 情 中 心 の 直 観 的 な 精 8、

神 。」

９ . W O R D パ ス カ ル が 、 思 考 す る 主 体 に 人 間 の 偉 大 さ が 、 弱 く 死 す べ き 存 在 9

に 人 間 の 悲 惨 さ が あ る こ と を 表 現 し た 言 葉 。

1 0 . パ ス カ ル の 説 く 、 人 間 の 弱 く 不 安 定 な 在 り 方 。 偉 大 と 悲 惨 、 天 使 と 獣 、 10

無 限 と 虚 無 の 二 面 性 を 持 ち 、 両 者 の 間 を 揺 れ 動 く 存 在 。

11 . パ ス カ ル が 「 神 の 偉 大 さ と 人 間 の 悲 惨 さ の 両 面 を 体 現 」 し て い る と 説 11、

明 し 、 繊 細 な 精 神 （ 心 情 ） に よ っ て 直 感 で き る と し た 存 在 。

T. Q .「 モ ン テ ー ニ ュ と パ ス カ ル 、 そ れ ぞ れ の ヒ ュ ー マ ニ ズ ム に 対 す る 疑 い と は ？ 」

T. A .

「 私 は 何 を 知 っ て い る か （ ク ＝ セ ＝ ジ ュ ？ 」 と い う 言 葉 を 残 し た モ ン テ ー ニ ュ は 理 性 を 不）

完 全 な も の と し 真 理 を 求 め 続 け る 積 極 的 な 懐 疑 主 義 の 姿 勢 を と っ た ま た パ ス カ ル は 幾、 。 、 「

何 学 的 精 神 ＝ 理 性 の 論 理 」 と 「 繊 細 の 精 神 ＝ 心 情 の 論 理 」 を 区 別 し て 、 そ の 両 立 の 大 切 さ を

唱 え た 。


